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 ◇ ドーハの歓喜！ 再び!!  
 

 サッカーのカタール・ワールドカップは、グループリーグ E組で日本がスペイ

ンに【日本 2 対 1西班牙
ス ペ イ ン

】の逆転勝ち。グループ首位で決勝 T
トーナメント

進出を決めた。 
 

ドイツ戦の歓喜から、コスタリカ戦の不覚を経て、強豪スペインとの戦前は非

常に厳しい立場だった日本。スペイン戦での歴史的白星は日本に活力をもたらし

たが、それ以上に逆境をもろともせず、大敵に怯む
ひ る む

ことなく立ち向かい、しかも

結果を出す日本の若武者たちの逞しさに、大きな、大きな勇気をもらった。 

 

 大会前、「スペイン・ドイツ・コスタリカ・日本」から成るグループリーグ E組

は、「死の組」とさえ言われていた。強豪が揃う他国との戦いを鑑
かんが

みた場合、日本

から見れば、間違いなくそうであろう。ただ、他国、特に「スペイン」や「ドイ

ツ」が、はたして同様の解釈をしていただろうか。 

サッカーという競技の技術・体力・戦術・スキル・環境面など、強豪と言われ

る「スペイン」や「ドイツ」と比べた場合、歴史的な積み重ねを含めても、日本

はあらゆる面で後進国である。サッカーが国技的な扱いのコスタリカでさえそう

であろう。つまり、スペインやドイツから見れば、日本とコスタリカは格下だ。 

もしかすると、「死の組」どころか「天国の組」と考えていたかもしれない。 

 

 そして戦いを終えてみれば、日本はコスタリカに競り負けたとはいえ、E 組か

らの決勝トーナメント進出の超有力国「スペイン」と「ドイツ」の両国を見事に

倒すというもの。強豪両国のどちらか一つではなく、引き分けを挟むでもなく、

両国に勝利したことは、今後に大きくつながる結果となろう。サッカーだけでは

なく、他競技に、多方面で、日本にプラスに働くのは間違いない。それほど大き

な勝利であり、まさに「ドーハの歓喜」と呼ぶにふさわしい。 

 

 準々決勝以降は、敗戦＝即
そ く

終了。しかも、クロアチア・ブラジルなど、いずれ

もグループを勝ち抜いてきた強豪国が相手だ。しかし、不思議なことにマイナス

的イメージは湧いてこない。これぞ、侍ブルーが日本にもたらした【力】なのだ。 

 



 さて、【おまけ】は、今から 12年前、当時は、「1994ドーハの悲劇」を乗り越

え、「ジョホールバールの歓喜」に沸いた日本。そのことを綴
つ づ

った学級通信。 

 文が拙く
つ た な く

、掲載すること自体に引け目を感じるが、今日、この日、年月を経て

同じドーハの地での「歓喜」と考えると、感慨
か ん が い

深い。 


